
職員の技術や知識の向上を目的に、様々な研修や勉強会を行っています。

CHECK

ポート・ヒロックでは職員の技術や知識の向上を目的に、毎月テーマ（接遇や感染、看取り等）

を設け、様々な研修や勉強会を行っています。その他にも、看護師が介護職員向けに行う基

礎的な医療ケア等、運営母体の病院が主催する研修もあり、充実した研修内容で知識向上の

チャンスに恵まれています。ご入居の方に心豊かにお過ごしいただける様、今後も皆で切磋

琢磨してまいります。

新垣 弘枝 あらかき ひろえ

■職種：介護福祉士　■入職日：2020 年 4 月　■出身地：浦添市

■ご入居の皆様へ一言：有料老人ホームでのお仕事は始めてですが、ご入居者の方々

の気持ちに寄り添うケアをしたいと思います。また、安心して笑顔で過ごしていただ

けるようにスキルアップして頑張って参ります。どうぞ、宜しくお願い致します。
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NEWS & TOPICSポート・ヒロックで暮らす
ご入居の方のインタビューや生活の様子をご紹介します

糠塚 様（92歳）

入居されたきっかけを教えて下さい
　沖縄に住む娘夫婦からの誘いを受け、小樽からこちらに来ました。90

年も北海道に住んでいたのでもちろん心配もありましたが、娘の近くにい

た方がいいと思い・・・。沖縄の方言の「なんくるないさ～」（なんとかなるさ、

問題ないよ）の精神です。

入居して良かった事
　入居して正解でした。とにかくスタッフが親切で優しくて居心地がいい

です。困った時はスタッフがすぐ来てくれるので安心です。海邦病院でも

丁寧に対応してくれるから、教育されてますね。

　居室も気に入っています。ドアを出るとすぐ＊蝶園が見えるので毎日

蝶々を観察して、癒されています。窓辺からは明けの明星が見えて、なん

とも気持ちが良いです。

今の生活について
　今はとにかく居心地よく過ごしています。息子が送ってくれる、私の好

きな作家の本を読んだり、ド演歌（笑）が好きなので島津亜矢や天童よし

みをよく聴いて楽しんでいます。コロナ禍で外出できない苦労は感じませ

んね。また、朝は早く起きて（自室の）仏様にお参りをしたり、娘が持っ

てくる花をお供えしています。

　家族や周りの方に恵まれ、これまで健康に過ごせてきました。今までは

盆と正月以外は休まず働いてきたので、今の暮らしはその時のご褒美だと

思っています。みんなに本当に感謝しています。コロナ問題が落ち着いたら、

沖縄の街を見てみたいと思っています。なにせ昨年来てからずっとコロナ

ですから！

　昨年から今年にかけ、あっという間に月日が流れ、気付けばもう春！大人になると代謝

の低下などで体感時間が短く感じる人が多くなるそうで、また昨年から続く「新しい生活

様式」で時間のメリハリが付けにくく、時間の経過が更に早く感じる傾向にあるんだとか…。

　当初は窮屈に感じた「新しい生活様式」も、外出を控え自宅で過ごした結果、家族（特に夫！）との会

話が増え、断捨離や DIY で住み心地のよい家になったように感じます。また、健康第一を実感し、これま

でと変わらずできる仕事、人とのつながりなどあたりまえの事に感謝！職場では感染症対策などを通じて

連帯感が更に高まるなど、視点を変えるとプラスと感じた点もありました。しばらくはこのような生活が

続くようなので、小さな幸せをたくさん見つけたいですね。

　ところで昨年 4月に小学校へ入学した息子。先延ばしにしていた記念撮影を今年 2月（！）に終えました。

申し訳ない気持ちでいっぱいでしたが、スタジオのスタッフは「コロナの影響で、この時期の撮影は多い」

とのこと。笑顔いっぱいの息子の写真に、幸せを感じた今年の春でした。

2020年9月に北海道小樽
市よりご入居。90年以上
暮らした北海道から沖縄ま
でのお引越しでしたが、そ
の大変さをみじんも感じさ
せない、穏やかな優しいた
たずまいの糠塚様。いつも
私たち職員へ感謝の言葉を
口にされ、私達も元気を頂
いています。読書家で、山本
周五郎、藤沢周平のファン。

90年も北海道に住んでいたので心配もありましたが、
「なんくるないさ～」
＜介護棟にご入居の糠塚様のインタビューをお伝えします＞

　ポート・ヒロックには図書館やプール、シアター

ルームなどご入居者の皆様が自由に利用できる共用

施設があります。茶室もその一つ。屋上庭園を併設

した本格的な作りで、お茶の先生をお招きし季節ご

とのお茶会を設けたり、お茶の嗜みがあるご入居者

が利用なさるなど人気スポットの一つです。

　開設当時から親しまれてきた茶室を命名しようと職員から公募

し、厳選なる審査の結果（！）、「海寿軒（かいじゅけん）」と命名

されました。そして京都にある＊大徳寺聚光院の住職、小野澤虎洞

老師に筆を揮っていただき待つこと数か月。立派な扁額が届き、

茶室入り口に飾られました。

　これからもご入居の皆様に茶室を身近に感じていただけるよう、

イベントを練っていきたいですね。

扁額がある茶室、海寿軒

初釜の床飾り「結び柳」

＊聚光院は千利休とその流れを汲む

三千家（表千家、裏千家、武者小路千家）の菩提寺

＊蝶園：施設内にある吹抜けの中庭テラスで、沖縄県の県の蝶に指定されたオオゴマダラを飼育しています。

ぬかつか


